
 

声  明 

 

 

 福島県の県立病院で平成１6 年１２月に腹式帝王切開術を受けた女性が死亡したこ

とに関し、手術を担当した医師が、平成１８年３月１０日、業務上過失致死および医師

法違反で起訴された件に関して、コメントいたします。 

 はじめに、本件の手術で亡くなられた方、および遺族の方々に謹んで哀悼の意を表

します。 

 このたび、日本産科婦人科学会の専門医によって行われた医療行為について、個

人が刑事責任を問われるに至ったことはきわめて残念であります。 

本件は、癒着胎盤という、術前診断がきわめて難しく、治療の難度が最も高い事例で

あり、高次医療施設においても対応がきわめて困難であります。 

 また本件は、全国的な産婦人科医不足という現在の医療体制の問題点に深く根ざし

ており、献身的に、過重な負担に耐えてきた医師個人の責任を追及するにはそぐわな

い部分があります。 

 したがって両会の社会的使命により、われわれは本件を座視することはできません。 
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